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（
１
） 

わ
が
国
の
外
国
人
労
働
者
政
策

の
変
遷

　

わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
政
策
は
六
〇
年

近
く
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
五

〇
年
、
外
務
省
に
入
国
管
理
庁
が
設
置
さ
れ
、

翌
年
、
出
入
国
管
理
令
の
公
布
、
一
九
五
二

年
に
は
外
国
人
登
録
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ

た
。
当
時
の
外
国
人
政
策
は
、在
日
韓
国
人
・

朝
鮮
人
、
在
日
中
国
人
へ
の
対
応
が
中
心
に

な
っ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
半
ば
、
産
業

界
か
ら
「
単
純
労
働
者
」
の
受
け
入
れ
が
要

請
さ
れ
た
。
受
け
入
れ
の
目
的
は
人
手
不
足

対
策
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
第
一
次

雇
用
対
策
基
本
計
画
」（
一
九
六
七
年
）
の
閣

議
決
定
の
場
に
お
い
て
外
国
人
労
働
者
を
受

け
入
れ
な
い
こ
と
が
口
頭
了
解
さ
れ
た
。
こ

の
方
針
が
「
第
二
次
雇
用
対
策
基
本
計
画
」

（
一
九
七
三
年
）、「
第
三
次
雇
用
対
策
基
本

計
画
」（
一
九
七
六
年
）
に
お
い
て
も
踏
襲
さ

れ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、
イ
ン
ド
シ
ナ

難
民
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
女
性
外
国
人
労

働
者
、
中
国
帰
国
の
二
世
・
三
世
、
欧
米
か

ら
商
用
目
的
で
の
来
日
が
増
加
し
た
。
一
九

八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
円
高
が
進
行

し
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
て
日
本
企
業

が
海
外
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
産
業
の

空
洞
化
」
が
話
題
と
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
こ
ろ
、
身
分
に
基
づ
く
受
け
入
れ
で
あ
る

が
実
質
的
に
は
就
労
目
的
で
南
米
か
ら
来
た

日
系
人
や
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
外
国
人
労

働
者
が
増
加
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
外
国
人
労
働
者
の
増
加
を
背

景
に
、「
第
六
次
雇
用
対
策
基
本
計
画
」（
一
九
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八
八
年
）で
は
外
国
人
労
働
者
を「
専
門
的
・

技
術
的
労
働
者
」
と
「
単
純
労
働
者
」
と
に

分
け
、
専
門
的
・
技
術
的
労
働
者
は
可
能
な

限
り
受
け
入
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働

者
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
対
応
す
る
と
の
方

針
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
一
九

八
九
年
に「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」

が
改
正
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
施
行
さ
れ
た
。

同
じ
年
に
は
「
研
修
」
の
在
留
資
格
制
度
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
第
三
次
臨
時
行
政
改
革

推
進
審
議
会
第
二
次
答
申
を
受
け
、
一
九
九

三
年
に
は
「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
が
設

け
ら
れ
、
現
在
に
至
る
わ
が
国
の
外
国
人
の

在
留
資
格
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。

　

バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
一
九
九
〇
年
代
後
半

以
降
、
デ
フ
レ
が
進
む
一
方
、
国
内
の
生
産

拠
点
の
海
外
移
転
が
続
い
た
。
海
外
で
は
中

国
経
済
の
台
頭
が
め
ざ
ま
し
く
、
国
際
競
争

が
激
化
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
非
正
規
雇
用

と
し
て
就
労
す
る
外
国
人
（
そ
の
多
く
は
日

系
人
で
あ
る
）
が
増
加
し
た
。
一
九
九
八
年

に
永
住
許
可
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
一
時
的
な
デ
カ
セ
ギ
と
し
て
来
日
し

て
い
た
外
国
人
労
働
者
の
定
住
化
が
進
ん
だ
。

外
国
人
の
定
住
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
外
国
人

子
弟
も
増
加
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
教
育

問
題
な
ど
、
外
国
人
労
働
者
問
題
は
新
た
な

局
面
を
迎
え
て
い
る
。

（
２
） 

わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
の

現
状

　

上
記
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
作
ら
れ
た
わ

が
国
の
在
留
資
格
制
度
の
枠
組
み
は
、
活
動

に
伴
う
在
留
資
格
と
身
分
ま
た
は
地
位
に
基

づ
く
在
留
資
格
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
前
者

に
は
外
交
、
公
用
、
教
授
、
芸
術
、
宗
教
、

報
道
、
投
資
・
経
営
、
法
律
・
会
計
業
務
、

医
療
、
研
究
、
教
育
、
技
術
、
人
文
知
識
・

国
際
業
務
、
企
業
内
転
勤
、
興
業
、
技
能
、

文
化
活
動
、
短
期
滞
在
、
留
学
・
就
学
、
研

修
、
家
族
滞
在
、
特
定
活
動
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
教
授
か
ら
技
能
ま
で
の
在

留
資
格
が
労
働
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
後
者
に
は
永
住
者
、
日
本
人
配
偶
者
、

永
住
者
の
配
偶
者
、
定
住
者
な
ど
が
含
ま
れ
、

就
労
に
制
約
は
な
い
。

　

法
務
省
入
国
管
理
局
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国

の
外
国
人
登
録
者
数
は
二
〇
〇
五
年
に
二
〇

〇
万
人
を
超
え
、
二
〇
〇
六
年
末
現
在
二
〇

八
万
四
九
一
九
人
と
な
っ
て
い
る（
第
１
図
）。

こ
れ
は
、
わ
が
国
の
総
人
口
の
一
・
六
三
％

を
占
め
る
。
同
じ
く
二
〇
〇
六
年
現
在
、
わ

が
国
に
は
約
七
六
万
人
の
合
法
的
外
国
人
労

働
者
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）
が
い
る
と
推

計
さ
れ
る
。
内
訳
を
見
る
と
、
就
労
を
目
的

と
す
る
在
留
資
格
を
有
す
る
者
は
約
一
八
万

人
、
技
能
実
習
生
等
が
約
一
〇
万
人
、
資
格

外
活
動
が
約
一
一
万
人
、
日
系
人
等
の
身
分

に
基
づ
き
在
留
す
る
者
が
約
三
七
万
人
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
不
法
残
留
者
の
約
一
七

万
人
を
加
え
る
と
、
九
二
万
人
以
上
の
外
国

人
労
働
者
が
わ
が
国
で
就
労
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

第
２
図
は
、
外
国
人
の
在
留
資
格
別
人
数

の
推
移
で
あ
る
。「
永
住
者
」（「
特
別
永
住
者
」

と
「
一
般
永
住
者
」
の
合
計
）
が
約
八
四
万

人
で
、
外
国
人
登
録
者
総
数
の
四
割
を
占
め

る
。
こ
れ
に
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」「
永
住

者
の
配
偶
者
等
」
を
あ
わ
せ
た
身
分
ま
た
は

地
位
に
基
づ
く
在
留
資
格
を
持
つ
外
国
人
登

録
者
は
、
全
体
の
約
三
分
の
二
と
な
っ
て
い

る
。
特
別
永
住
者
は
減
少
傾
向
で
推
移
し
て

お
り
、
外
国
人
登
録
者
数
の
約
二
一
％
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
一
般
永
住
者
は
増
加
傾
向

で
推
移
し
て
お
り
、
外
国
人
登
録
者
数
に
占

め
る
割
合
は
約
一
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
日
本
が
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る

専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
外
国
人
労
働
者
は
、

外
国
人
登
録
者
数
の
お
よ
そ
一
割
と
な
っ
て

い
る
。

　

外
国
人
登
録
者

の
国
籍（
出
身
地
）

別
人
数
の
推
移
を

み
る
と
、
韓
国
・

朝
鮮
が
五
九
万
八

二
一
九
人
、
中
国

が
五
六
万
七
四
一

人
、
ブ
ラ
ジ
ル
が

三
一
万
二
九
七
九

人
等
と
な
っ
て
い

る
（
第
３
図
）。

韓
国
・
朝
鮮
は
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、

中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル

等
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
と
り
わ
け

中
国
出
身
者
は
二

〇
〇
五
年
末
に
比

べ
四
万
人
以
上
増

加
し
て
い
る
。

第１図　日本の外国人登録者数

第２図　在留資格別外国人数の推移

資料出所：法務省入国管理統計。

資料出所：法務省入国管理統計。
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（
３
） 

外
国
人
の
地
域
分
布

　

以
上
、
日
本
全
体
で
み
た
外
国
人
の
人
数

の
推
移
を
見
て
き
た
が
、
外
国
人
は
全
国
に

一
様
に
居
住
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
第

４
図
は
二
〇
〇
五
年
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら

外
国
人
人
数
の
統
計
地
図（
コ
ロ
プ
レ
ス
法
）

を
作
製
し
た
も
の
で
、
色
の
濃
い
都
道
府
県

ほ
ど
外
国
人
が
多
く
居
住
し
て
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
外
国
人
の
人
数
に

地
域
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た

地
域
差
は
就
学
生
・
留
学
生
数
で
あ
れ
ば
大

学
な
ど
の
学
校
数
な
ど
、
就
労
を
目
的
と
し

た
外
国
人
で
あ
れ
ば
産
業
構
造
や
雇
用
・
失

業
情
勢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
国
勢
調

査
か
ら
外
国
人
労
働
者
の
職
業
別
構
成
を
都

道
府
県
別
に
整
理
し
た
の
が
第
５
図
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
東
京
都
で
は
外
国
人
労
働
者
の

人
数
は
多
い
が
生
産
工
程
・
労
務
作
業
者
の

構
成
比
は
相
対
的
に
低
く
、
静
岡
県
や
愛
知

県
で
は
生
産
工
程
・
労
務
作
業
者
の
構
成
比

が
相
対
的
に
高
い
。
従
っ
て
、
東
京
都
で
は

非
製
造
業
で
就
労
す
る
外
国
人
の
数
が
多
く
、

東
海
地
域
で
は
製
造
業
で
就
労
す
る
外
国
人

の
数
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

２
企
業
の
外
国
人
雇
用
に
対
す
る
考
え

方
と
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
形
態

（
１
）
企
業
の
方
針

　

で
は
、
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す
る
企
業

は
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

企
業
の
外
国
人
雇
用
に
つ
い
て
の
方
針
を
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
み
る
と
、「
以
前
も
今

後
も
外
国
人
労
働
者
の
採
用
は
な
い
」
と
い

う
回
答
が
お
よ
そ
四
割
と
最
も
多
い（
１
）。

し
か
し
、
従
業
員
規
模
間
で
外
国
人
の
雇
用

方
針
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
第
６

図
）。
従
業
員
規
模
が
小
さ
い
と
こ
ろ
で
は

外
国
人
の
雇
用
に
消
極
的
で
、
従
業
員
規
模

が
大
き
い
と
こ
ろ
で
は
、
何
ら
か
の
形
で
外

国
人
を
活
用
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
と
く
に
、
従
業
員
規
模
が
大
き
い

ほ
ど
内
外
国
人
を
区
別
な
く
扱
う
と
い
う
方

針
を
採
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
と
く
に
、

一
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
と
そ
れ
以
下
の
規
模

と
で
差
が
あ
る
。
ま
た
、
従
業
員
規
模
が
大

き
い
と
こ
ろ
ほ
ど
職
種
や
分
野
を
限
定
し
て

活
用
す
る
と
い
う
方
針
や
非
正
規
社
員
と
し

て
活
用
す
る
と
い
う
方
針
の
と
こ
ろ
が
多
い
。

さ
ら
に
、
日
本
語
能
力
を
採
用
の
条
件
と
す

る
と
い
う
方
針
に
つ
い
て
は
規
模
間
で
そ
れ

ほ
ど
差
は
な
い
。

　

こ
の
結
果
を
類
型
化
す
る
と
、
外
国
人
労

働
者
の
採
用
・
活
用
に
は
限
定
的
活
用
型
と

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
型
活
用
型
に
分
か
れ
る
。

さ
ら
に
、
限
定
的
活
用
型
は
外
国
人
労
働
者

第３図　出身国別外国人登録者数の推移

第４図　都道府県別外国人の人数の統計地図

資料出所：2005 年国勢調査から作成。

資料出所：法務省入国管理統計 。



特集―外国人労働者の活用

Business Labor Trend 2008.5

5

が
持
っ
て
い
る
能
力
（
た
と
え
ば
言
語
能
力

を
活
か
す
通
訳
や
海
外
関
連
部
門
な
ど
）
を

積
極
的
に
活
用
す
る
専
門
性
活
用
と
、
非
正

規
社
員
で
活
用
す
る
場
合
と
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る（
２
）。

　

で
は
、
実
際
に
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る

理
由
は
何
な
の
か
。
第
７
図
は
、
実
際
に
外

国
人
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
が
外
国

人
を
雇
用
し
て
い
る
理
由
を
製
造
業
と
非
製

造
業
に
分
け
て
見
た
も
の
で
あ
る
。
製
造
業

と
非
製
造
業
と
で
は
回
答
傾
向
が
異
な
っ
て

い
る
。
製
造
業
で
は
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
、

リ
ア
、
た
ま
た
ま
外
国
人
で
あ
っ
た
と
い
う

点
で
差
が
あ
る
。
企
業
の
経
営
戦
略
と
の
関

連
を
考
え
る
と
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
型
活
用

で
は
採
用
し
た
人
が
た
ま
た
ま
外
国
人
で
あ

っ
た
と
い
う
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
専

門
性
活
用
型
で
は
特
殊
な
技
能
・
能
力
、
高

度
な
技
術
が
あ
っ
た
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
を
に
ら
ん
で
と
い
う
回
答
が
多
い
。
一
方
、

日
本
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、

外
国
人
の
賃
金
な
ど
の
費
用
が
安
い
か
ら
と

い
う
回
答
は
、
製
造
現
場
で
外
国
人
を
活
用

し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
多
い（
３
）。

　

こ
こ
で
、
実
際
に
企
業
が
外
国
人
労
働
者

を
雇
用
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
雇
用
形
態

を
と
る
の
か
、
雇
用
の
類
型
を
整
理
し
て
お

く
の
が
有
益
で
あ
る
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、

こ
の
類
型
が
外
国
人
の
雇
用
管
理
と
関
係
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
１
表
は
、
日
系
人

労
働
者
の
雇
用
形
態
の
類
型
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
表
の
「
日
系
人
」
と
い
う

記
述
を
「
外
国
人
」
と
読
み
替
え
る
こ
と
も

で
き
る
（
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
に
も
ほ
ぼ
あ

て
は
ま
る
）。
こ
の
表
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

①
企
業
に
直
接
雇
用
さ
れ
、
日
本
人
正
社
員

賃
金
コ
ス
ト
の
安

さ
、
日
本
人
の
代

替
と
い
う
点
で
差

が
あ
り
、
非
製
造

業
で
は
専
門
的
能

力
、
過
去
の
キ
ャ

と
同
じ
仕
事
に
就
き
、
日
本
人

と
区
別
な
く
処
遇
さ
れ
る
ケ
ー

ス
、
②
日
本
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
嘱
託
社
員

な
ど
の
よ
う
に
非
正
社
員
と
し

て
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
、

③
請
負
会
社
に
雇
用
さ
れ
、
他

の
製
造
業
企
業
で
ラ
イ
ン
作
業

を
行
う
ケ
ー
ス
、
④
派
遣
会
社

か
ら
派
遣
さ
れ
、
派
遣
先
か
ら

指
揮
命
令
を
受
け
て
仕
事
を
す

る
ケ
ー
ス
、
と
い
う
四
つ
の
ケ

ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

　

先
ほ
ど
の
外
国
人
労
働
者
の

採
用
・
活
用
方
針
を
あ
わ
せ
て

考
え
る
と
、
①
は
多
様
な
人
材

を
活
用
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

型
外
国
人
の
活
用
や
外
国
人
労

働
者
の
能
力
を
積
極
的
に
活
用

す
る
場
合
に
多
い
。
ま
た
、
企

業
の
海
外
進
出
や
海
外
取
引
へ

の
対
応
の
た
め
に
外
国
人
労
働

者
を
雇
用
す
る
場
合
も
そ
う
で

あ
る
。
③
の
非
正
規
活
用
型
は

製
造
業
に
お
け
る
日
系
人
に
典

型
的
に
見
ら
れ
る
雇
用
類
型
で

第５図　都道府県別外国人労働者の職業別人数

資料出所：2005 年国勢調査から作成。

第６図　外国人労働者の雇用についての方針

資料出所：労働政策研究・研修機構（2004）から再集計。
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あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
人
数
な
の
か
、

こ
の
類
型
に
あ
う
よ
う
な
統
計
は
な
い
の
で
、

厚
生
労
働
省
『
外
国
人
雇
用
状
況
報
告
（
平

成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
六
月
一
日
現
在
）』

の
事
業
所
に
お
け
る
外
国
人
の
職
種
の
構
成

比
を
み
る
と
、
生
産
工
程
の
仕
事
で
全
体
の

お
よ
そ
六
割
程
度
で
あ
る
が
、
減
少
傾
向
に

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
専
門
・
技
術
、
管

理
の
仕
事
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
が

全
体
の
二
割
程
度
、
販
売
、
調
理
、
給
仕
、

接
客
の
仕
事
も
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、

全
体
の
一
〇
数
％
と
な
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど

の
雇
用
類
型
に
当
て
は
め
、
大
雑
把
な
イ
メ

ー
ジ
を
言
え
ば
、
①
に
該
当
す
る
の
が
二
割
、

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
の
が
二
割
弱
、
②

ま
た
は
③
が
六
割
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
雇

用
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
専
門
的
・

技
術
的
分
野
の
外
国
人
活
用
よ
り
も
製
造
現

い
る
。
一
事
業
所
あ
た
り
の
人
数
を
計
算
す

る
と
一
〇
人
強
の
外
国
人
が
働
い
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
や
や
実
感
と
異
な
る
が
、
こ
の

数
値
に
は
製
造
業
の
間
接
雇
用
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
多
め
の
数
値
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
企
業
が
外
国
人
労
働
者
を
直
接
雇

用
し
て
い
る
場
合
と
人
材
派
遣
会
社
や
請
負

会
社
を
通
し
て
間
接
雇
用
し
て
い
る
場
合
と

に
分
け
て
み
と
、
第
８
図（
左
）の
よ
う
に
、

外
国
人
労
働
者
を
直
接
雇
用
し
て
い
る
事
業

所
で
は
一
事
業
所
あ
た
り
七
〜
八
人
の
外
国

人
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
。
こ
の
人
数
は

実
感
よ
り
も
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
外
国
人
を
百
人
、
千
人
単
位
で
直

接
雇
用
し
て
い
る
人
材
派
遣
会
社
や
請
負
会

社
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
８
図

（
右
）は
外
国
人
を
間
接
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
の
状
況
で
あ
る
。
一

事
業
所
あ
た
り
の
外
国
人
の
人
数

の
増
加
幅
が
よ
り
大
き
い
こ
と
が

わ
か
る
。

（
２
） 

専
門
的
・
技
術
的
分

野
の
外
国
人
労
働
者

の
雇
用
管
理

　

企
業
の
外
国
人
採
用
方
針
や
雇

用
類
型
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
ら

に
よ
っ
て
外
国
人
の
人
的
資
源
管

理
の
あ
り
方
も
ほ
ぼ
決
ま
る
。
日

本
人
と
区
別
な
く
採
用
す
る
と
い

う
場
合
、
採
用
後
の
配
置
、
教
育

訓
練
・
能
力
開
発
、
評
価
、
処
遇

な
ど
も
日
本
人
社
員
と
変
わ
り
な

い
。
語
学
力
な
ど
外
国
人
の
能
力

を
活
用
す
る
と
い
う
場
合
、
海
外

関
係
部
門
に
配
属
さ
れ
た
り
、
海

外
派
遣
要
員
と
し
て
育
成
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の

場
合
、
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す

る
上
で
特
別
な
配
慮
を
行
っ
て
い

る
企
業
は
意
外
と
少
な
い
。
配
慮

す
る
と
し
て
も
、
社
内
で
孤
立
し

な
い
よ
う
に
す
る
、
メ
ン
タ
ー
を

付
け
る
、
直
属
の
上
司
に
配
慮
を

要
請
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
程
度

で
、
社
内
文
書
を
複
数
の
言
語
で

場
で
の
外
国
人
活
用
が
多
い
。

　

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
数
、
外
国
人
労
働
者

数
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
て第１表　外国人労働者の雇用類型

雇用 類　型 概　　　要 社内での立場 資源管理の特徴

直接
雇用

タイプⅠ ・ 企業と直接雇用関係にあ
る日系人労働者のうち、
日本人正社員と同じ立場
の「正社員」型外国人。

・ 企業に直接雇用されてい
る日本人と同等。

・ 大企業の研究・技術系ホワイト
カラーに多い。

・ 日本の大学・大学院の理工系卒
業（修了者）が多い。

直接
雇用

タイプⅡ ・ 日本人嘱託社員、パート・
アルバイト、期間工、季
節工等と同じ立場にある
「非正社員」型外国人。

・ 日本人正社員と同等に位
置づけ、職場に混在。

・ 「嘱託社員」「パート・ア
ルバイト」「期間工等（季
節工、期間工等）」とし
て直接雇用。

・ 正社員より低い賃金、賞与なし、
雇用期間の設定あり。

・ 仕事内容は正社員と同じ。
・ 在留資格が「技術」「人文知識・
国際業務」「日本人の配偶者等」
「定住者」のうち、不安定な採
用ルートで採用、嘱託社員に。

・ パート・アルバイトは転職が多く、
雇用不安定化。「留学」「就学」等
の在留資格。

間接
雇用

タイプⅢ ・ 請負会社から社外工等と
して企業に派遣された
「請負社員」型外国人。

・主に日系人に多い。

・ 企業と請負関係のある請
負会社（外注会社）に直
接雇用されている日本人
と同様

・ 労働需要変動→請負会社をバッ
ファとして調整。

・ 実際に就労している企業と請負
関係にある企業と直接雇用契約
を結ぶ。

間接
雇用

タイプⅣ ・ 派遣会社から派遣社員と
して企業に派遣された
「派遣社員」型外国人

・ 日本人の「派遣社員」と
同等。

・ 人手不足の中小工場、建設業・
職別工事業の単純労働者（ブル
ーカラー）から直接雇用、請負
会社雇用に切替。

・ 「派遣社員」型外国人は少ない。

資料出所： 佐野哲（2003）「日系人労働者の就業・雇用構造」、依光正哲編著『国際化する日本の労働市場』（東洋経済新
報社）をもとに作成。

第７図　外国人労働者を雇用した理由

資料出所：労働政策研究・研修機構（2004）から再集計。
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作
成
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
少
数
派
で

あ
る
。

　

と
は
い
え
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理

上
、
外
国
人
労
働
者
特
有
の
属
性
や
就
業
行

動
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
大
学
・
大
学
院
に

留
学
し
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
企
業
に
就
職
す

る
場
合
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
日
本
へ
の
留

学
生
を
採
用
す
る
と
い
う
場
合
、
留
学
前
に

就
業
経
験
を
有
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
分

年
齢
が
高
か
っ
た
り
既
婚
あ
る
い
は
子
供
が

い
る
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
留
学
生

を
採
用
す
る
企
業
は
こ
う
し
た
事
情
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
外
国
人
の
場
合
、
生
涯
に
わ
た
る

明
確
な
キ
ャ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

場
合
が
多
い
。
企
業
と
し
て
そ
う
い
っ
た
外

（
３
） 

製
造
業
現
場
の
外
国
人
労
働
者

の
雇
用
管
理

①　

日
系
人
労
働
者

　

一
方
、
非
正
社
員
と
し
て
外
国
人
労
働
者

を
活
用
す
る
と
い
う
と
き
、
直
接
雇
用
の
形

態
を
と
る
場
合
と
間
接
雇
用
の
形
態
を
と
る

場
合
が
あ
る
。
生
産
工
程
に
就
く
外
国
人
労

働
者
に
は
日
系
人
労
働
者
が
多
く
お
り
、
間

接
雇
用
の
形
態
を
と
る
。

　

日
系
人
は
就
業
の
制
限
が
な
い
。
近
年
、

製
造
現
場
で
は
何
か
と
派
遣
や
請
負
が
話
題

に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
日
系
人
労
働
者
の

雇
用
・
就
業
も
こ
う
し
た
流
れ
と
関
連
づ
け

て
と
ら
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
企
業
は
外
国
人
労
働
者

と
し
て
の
日
系
人
に
対
し
て
需
要
が
あ
る
と

い
う
よ
り
も
間
接
雇
用
増
加
の
一
形
態
と
し

て
日
系
人
労
働
者
を
活
用
し
て
い
る
と
い
う

見
方
を
す
る
べ
き
だ
ろ
う（
５
）。
専
門
的
・

技
術
的
分
野
の
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
で
は

専
門
性
や
能
力
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
コ
ス
ト
、（
賃
金
）
や
雇
用
調

整
の
し
や
す
さ
が
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

日
系
人
労
働
者
は
請
負
会
社
に
直
接
雇
用

さ
れ
る
形
で
増
加
し
て
き
た
。
送
出
国
か
ら

ブ
ロ
ー
カ
ー
や
旅
行
会
社
経
由
で
採
用
さ
れ

て
い
た
が
、
近
年
は
請
負
会
社
が
日
本
国
内

に
い
る
日
系
人
を
募
集
・
採
用
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
日
系
人
労
働
者
の
国
際

労
働
力
移
動
は
デ
カ
セ
ギ
型
が
多
か
っ
た
が
、

（
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
意
図
せ
ざ

る
も
の
で
あ
ろ
う
と
）
定
住
化
が
進
み
、
女

性
労
働
者
も
増
加
し
て
い
る
。
請
負
会
社
の

顧
客
企
業
は
自
動
車
関
連
、
電
子
部
品
関
連

の
二
次
下
請
け
、
三
次
下
請
け
、
さ
ら
に
は

食
品
な
ど
が
多
い
。
高
度
な
技
術
を
必
要
と

し
な
い
の
で
、
教
育
訓
練
・
能
力
開
発
の
機

会
が
乏
し
く
、
顧
客
企
業
も
日
系
人
労
働
者

に
高
い
技
術
を
求
め
て
い
な
い
。
か
つ
て
、

日
系
人
労
働
者
は
長
時
間
の
残
業
も
厭
わ
な

い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
家
族
呼
び

寄
せ
が
進
ん
だ
結
果
、
残
業
に
つ
い
て
の
考

え
方
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
日
系
人
労
働

者
は
、
賃
金
が
一
〇
円
で
も
高
け
れ
ば
す
ぐ

に
移
動
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
定
住
化

が
進
み
、
住
宅
を
購
入
す
る
者
も
わ
ず
か
な

が
ら
お
り
、
定
着
層
と
流
動
層
に
分
化
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
日
系
人
労
働
者
の
多
く
が
依
然

と
し
て
業
務
請
負
業
な
ど
で
比
較
的
短
期
の

契
約
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
技
能
や
日
本
語
能
力
の
向
上
も
見
込

め
な
い
。
さ
ら
に
、
現
行
社
会
保
険
制
度
の

下
で
、
そ
の
加
入
率
が
極
め
て
低
い
。
単
純

労
働
を
反
復
し
て
い
て
も
、
技
能
の
向
上
に

つ
な
が
ら
ず
、
日
本
人
労
働
者
が
忌
避
す
る

深
夜
労
働
や
長
時
間
労
働
へ
の
対
応
が
企
業

国
人
個
人
の
要
請
に
対
し

て
ど
れ
だ
け
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
募
集
・

採
用
の
段
階
で
明
確
に
示

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

採
用
後
も
仕
事
上
の
指
揮

命
令
、
残
業
や
仕
事
の
分

担
、
仕
事
の
進
め
方
に
つ

い
て
も
（
日
本
流
に
）
曖

昧
な
ま
ま
す
ま
せ
る
の
で

は
な
く
、
明
確
に
す
る
べ

き
で
あ
る
。
外
国
人
は
短

期
間
で
転
職
し
た
り
、
い

ず
れ
は
出
身
国
に
帰
国
す

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
し
か
し
、
外
国
人
を

定
着
さ
せ
る
誘
因
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
企
業
に

な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
も
考
え
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
外
国
人
の

場
合
、
住
宅
の
問
題
が
つ

き
ま
と
う
が
、
会
社
借
り

上
げ
や
社
宅
の
保
有
、
会

社
が
保
証
人
と
な
る
と
い

っ
た
対
処
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る（
４
）。

資料出所：厚生労働省『外国人雇用状況報告』から作成。

第８図　外国人を直接雇用（左）・間接雇用（右）している事業所数と１事業所当の人数
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の
採
用
理
由
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

夫
婦
子
弟
帯
同
で
来
日
し
て
い
る
場
合
に
は
、

家
庭
生
活
が
不
安
定
に
な
っ
た
り
、
教
育
を

受
け
な
い
子
弟
が
い
る
と
い
っ
た
問
題
が
起

き
て
い
る
。

②　

技
能
実
習
生

　

日
系
人
労
働
者
と
と
も
に
日
本
の
製
造
現

場
で
は
研
修
生
・
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
企
業
が
多
い
。
一
年
間
の
研
修
後
、

技
能
実
習
生
と
な
る
制
度
で
あ
る
が
、
第
９

図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
研
修
生
の
人
数
は

増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
修

生
の
送
り
出
し
国
は
中
国
が
圧
倒
的
に
多
く
、

こ
れ
を
反
映
し
て
、
研
修
終

了
後
技
能
実
習
へ
の
移
行
者

数
も
中
国
が
急
増
し
て
い
る
。

　

研
修
・
技
能
実
習
制
度
が

で
き
て
か
ら
二
〇
年
近
く
経

過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
指
摘

さ
れ
た
問
題
点
を
整
理
す
る

と
、（
１
）海
外
へ
の
技
能
移

転
と
い
う
本
来
の
制
度
の
趣

旨
と
実
態
の
乖
離
、（
２
）二

重
契
約
、
研
修
や
実
習
が
計

画
通
り
実
行
さ
れ
て
い
な
い
、

本
来
認
め
ら
れ
て
い
な
い
研

修
生
の
残
業
、
賃
金
不
払
い
、

人
権
侵
害
な
ど
と
い
っ
た
不

正
行
為
の
発
生
、（
３
）常
勤

職
員
数
別
に
研
修
生
受
入
人

数
の
制
約
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
技
能
実
習
生
を
常

勤
職
員
に
含
め
て
カ
ウ
ン
ト

す
る
事
例
の
発
生
、（
４
）ブ

ロ
ー
カ
ー
の
介
在
や
研
修

生
・
実
習
生
の
失
踪―

―

な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

然
と
し
て
日
系
人
労
働
者
の
雇
用
で
は
間
接

雇
用
が
多
数
派
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い（
７
）。
な
お
、
こ
の
図
に
か
い
た
す
べ
て

に
つ
い
て
言
及
で
き
な
い
の
で
、
い
く
つ
か

の
点
に
限
定
し
て
論
じ
る
。

　

こ
の
図
に
も
と
づ
い
て
、
①
募
集
・
採
用

↓
②
安
全
衛
生
↓
③
社
会
保
険
↓
④
人
的
資

源
管
理
（
配
置
、
教
育
訓
練
、
評
価
・
処
遇
）

↓
⑤
離
職
と
い
う
就
業
の
局
面
で
ど
の
よ
う

な
問
題
が
生
じ
て
い
る
か
を
み
る
。
ま
ず
、

外
国
人
の
募
集
・
採
用
と
い
う
局
面
で
は
、

ブ
ロ
ー
カ
ー
の
介
在
や
採
用
差
別
、
さ
ら
に

在
留
資
格
の
確
認
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。
研
修

生
・
技
能
実
習
生
が
失
踪
後
、
不
法
就
労
す

る
と
い
っ
た
事
例
の
報
告
が
あ
る
が
、
こ
こ

で
も
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
労
働
者
の
就
労
に
お
い
て
ブ
ロ
ー
カ

ー
が
介
在
す
る
場
合
、
在
留
資
格
の
な
い
外

国
人
を
斡
旋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
法
就

労
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
。
送
り
出
し

国
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
対
応
が
難
し

い
が
、
国
内
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
介
在
に
つ
い

て
は
十
分
留
意
し
、
入
管
法
の
在
留
資
格
制

度
に
照
ら
し
て
、
不
法
就
労
を
防
ぐ
た
め
に

も
在
留
資
格
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
採
用
後
は
、
外
国
人
労
働
者
に
対

し
て
も
労
働
基
準
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、

賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
で
差
別

し
て
は
な
ら
な
い
し（
８
）、
安
全
衛
生
面
で

は
、
安
全
教
育
が
外
国
人
労
働
者
に
理
解
で

き
る
よ
う
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
外
国
人

労
働
者
で
あ
ろ
う
と
日
本
人

労
働
者
で
あ
ろ
う
と
、
就
労

時
に
労
働
災
害
の
発
生
に
遭

遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
外
国
人
労
働
者
が

製
造
業
で
就
労
す
る
場
合
、

機
械
の
操
作
に
習
熟
し
て
い

な
い
時
に
労
働
災
害
が
発
生

す
る
事
が
あ
る（
９
）。
こ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
安
全
教
育
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
外
国
人
労
働
者
で
日
本

語
能
力
が
不
足
し
て
い
る
場

合
、
安
全
教
育
を
理
解
で
き

な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
外
国
人
労
働
者
が
理
解

で
き
る
よ
う
、
具
体
的
な
説

明
、
指
導
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者

は
残
業
や
深
夜
勤
長
時
間
労

働
も
厭
わ
な
い
と
い
わ
れ
て

　

こ
の
た
め
、
制
度
の
適
正
な
運
用
と
今
後

の
方
向
に
つ
い
て
関
係
省
庁
で
検
討
さ
れ
て

い
る（
６
）。

３
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理

上
の
課
題

　

企
業
が
外
国
人
労
働
者
（
こ
こ
で
は
日
系

人
を
念
頭
に
置
く
）
を
雇
用
す
る
背
景
と
そ

こ
で
生
じ
う
る
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
管
理
上
の

問
題
は
、
第
10
図
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

近
年
、
偽
装
請
負
問
題
を
背
景
に
、
外
国
人

労
働
者
を
間
接
雇
用
か
ら
直
接
雇
用
に
切
り

替
え
る
企
業
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
が
、
依

第９図　送出国別技能実習移行者数の推移と国別構成

資料出所：資料出所：JITCO白書より作成。

第10図　間接雇用の外国人労働者
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き
た
。
確
か
に
デ
カ
セ
ギ
の
よ
う
に
短
期
間

に
出
来
る
だ
け
多
く
の
収
入
を
得
よ
う
と
す

る
外
国
人
労
働
者
の
行
動
が
長
時
間
労
働
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

過
度
の
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
健
康
を
害
し

た
事
例
も
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
労
働
災

害
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、
業
務
請
負
業
に
雇
用
さ
れ
る
外

国
人
労
働
者
の
場
合
、
能
力
開
発
の
機
会
が

乏
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
10
）。
聞

き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、「
資
格
取
得
に
役
立

つ
よ
う
に
能
力
開
発
の
た
め
の
設
備
は
用
意

し
た
も
の
の
、
日
々
の
仕
事
を
こ
な
す
だ
け

で
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
の

余
力
も
な
い
」、
ま
た
、「
顧
客
は
日
系
人
労

働
者
に
高
度
な
作
業
を
こ
な
す
こ
と
を
求
め

て
い
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
請
負
会

社
も
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
外
国
人
労

働
者
の
労
働
力
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
な
い

の
は
、
請
負
会
社
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

そ
れ
を
活
用
す
る
側
の
問
題
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
従
前
か
ら
外
国
人
労
働
者
の
健

康
保
険
・
年
金
の
加
入
率
の
低
さ
が
問
題
に

さ
れ
て
き
た
。
日
系
人
労
働
者
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果

を
み
る
と
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
健
康
保
険

の
未
加
入
者
の
比
率
は
、
調
査
に
よ
っ
て
一

五
％
〜
六
〇
％
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
ま
た
、

年
金
の
未
加
入
者
の
比
率
は
六
五
％
〜
九
〇

％
と
、
こ
れ
も
調
査
に
よ
り
大
き
な
差
が
あ

る（
11
）。
健
康
保
険
未
加
入
で
あ
る
た
め
に
、

医
療
費
は
全
額
自
費
負
担
と
な
る
の
で
、
外

国
人
労
働
者
が
健
康
を
害
し
た
場
合
で
も
適

切
な
治
療
を
受
け
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い

（
12
）。
治
療
を
受
け
た
と
し
て
も
医
療
費
が

未
払
い
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
一
九
九
八
年

に
永
住
権
取
得
に
関
す
る
規
制
緩
和
が
行
わ

れ
、
永
住
権
を
取
得
す
る
外
国
人
が
増
加
し

て
い
る
（
既
出
第
２
図
参
照
）（
13
）
が
、
こ

の
こ
と
は
、
日
本
で
高
齢
期
を
迎
え
る
外
国

人
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
も
し
送
り
出
し
国
の
年
金
に
も
日
本

の
年
金
に
も
加
入
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、

将
来
の
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い

（
14
）。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
外
国
人
労
働
者
の

雇
用
上
の
課
題
の
多
く
は
、
使
用
者
が
守
る

べ
き
ル
ー
ル
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
そ
の
た
め
に
、
企
業
は
募
集
・
採
用
か

ら
離
職
ま
で
の
就
業
の
局
面
に
応
じ
て
適
切

な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
議
論
の
中
に
は
、

受
け
入
れ
の
是
非
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
日
本
で
就
労
し
て

い
る
外
国
人
労
働
者
へ
の
対
応
と
い
う
点
に

も
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
も

す
れ
ば
、（
技
能
実
習
生
を
含
む
）
外
国
人
労

働
者
は
、
賃
金
コ
ス
ト
が
安
い
、
残
業
も
進

ん
で
行
う
、
日
本
人
労
働
者
の
代
替
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
労
働
力
と
い
う
こ
と
か
ら
「
活

用
」
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
外
国
人
労
働
者

を
そ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
問
題
が

多
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
外
国
人
、
日

本
人
の
区
別
な
く
、
そ
の
持
て
る
能
力
を
高

め
、
発
揮
で
き
る
よ
う
対
応
す
る
こ
と
が
企

業
に
期
待
さ
れ
る
。

〔
注
〕

１ 

．
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
（
二
〇
〇
四
）『
外
国
人
労
働
者
問
題
の

現
状
把
握
と
今
後
の
対
応
』
労
働
政
策
研
究
報
告
書

№
14
を
参
照
。

２ 

．
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
因
子
分
析
し
た
結
果
に
よ

る
。

３ 

．
外
国
人
を
雇
用
し
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

同
じ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
見
る
と
、
日
本
人
だ
け

で
人
材
を
確
保
で
き
て
い
る
と
い
う
回
答
が
七
割
以
上

で
最
も
多
い
。
こ
の
回
答
に
は
留
学
生
を
含
め
て
外
国

人
を
雇
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ

と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、
日
本
語
が
通
じ
な
い
と

何
か
と
不
便
だ
か
ら
、
雇
用
管
理
が
大
変
だ
か
ら
と
続

く
。

４ 

．留
学
生
の
就
職
に
つ
い
て
は
、ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・

ト
レ
ン
ド
二
〇
〇
七
年
八
月
号
を
参
照
。

５ 

．
た
と
え
ば
、
丹
野
清
人
（
二
〇
〇
七
）『
越
境
す
る
雇

用
シ
ス
テ
ム
と
外
国
人
労
働
者
』
東
京
大
学
出
版
会
を

参
照
。

６ 

．
厚
生
労
働
省
お
よ
び
経
済
産
業
省
の
中
間
報
告
の
概

要
に
つ
い
て
は
、
季
刊
労
働
法
第
219
号
を
参
照
。

７ 
．
直
接
雇
用
す
る
に
あ
た
り
、
企
業
に
よ
っ
て
は
日
本

語
能
力
、
永
住
権
取
得
な
ど
い
く
つ
か
の
条
件
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

８ 

．
労
基
法
三
条
。

９ 

．
外
国
人
労
働
者
の
労
働
災
害
に
関
す
る
適
切
な
統
計

の
有
無
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
技
能
実

習
生
の
労
働
災
害
の
発
生
分
布
を
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
白
書

（
二
〇
〇
六
）
で
確
認
す
る
と
、
二
〇
〇
四
年
度
に
発

生
し
た
技
能
実
習
生
の
労
働
災
害
件
数
全
体
（
一
〇
〇

％
）
の
う
ち
、
実
習
生
移
行
後
一
カ
月
未
満
で
九
・
〇

％
、
一
カ
月
以
上
六
カ
月
未
満
で
三
六
・
四
％
、
六
カ

月
以
上
一
年
未
満
で
二
八
・
三
％
、
一
年
以
上
一
・
五

年
未
満
で
一
三
・
一
％
、
一
・
五
年
以
上
で
一
三
・
一

％―
―

と
な
っ
て
い
る
。

10 

．
例
外
的
に
能
力
開
発
に
力
を
注
い
で
い
る
請
負
会
社

も
存
在
す
る
。

11 

．
外
国
人
労
働
者
が
公
的
医
療
保
険
、
公
的
年
金
保
険

に
加
入
し
な
い
要
因
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
岩
村

正
彦
（
二
〇
〇
七
）「
外
国
人
労
働
者
と
公
的
医
療
・
公

的
年
金
」『
季
刊
労
働
法
』
第
219
号
を
参
照
。
ま
た
、
丹

野
前
掲
書
も
参
照
の
こ
と
。

12 

．
筆
者
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
請
負
会
社
か
ら
の
聞
き

取
り
調
査
に
お
い
て
も
、
日
系
人
労
働
者
が
健
康
保
険

未
加
入
で
あ
る
た
め
体
調
不
良
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
重
篤
な
状
態
に
な
る
ま
で
我
慢
し
た
と
い
う
事
例

を
何
度
か
聞
い
た
。

13 

．
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
場
合
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
年
金
に
加

入
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

14 

．
請
負
会
社
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
年
齢

の
高
い
労
働
者
を
派
遣
し
な
い
よ
う
要
望
す
る
顧
客
企

業
が
少
な
く
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

場
合
、
こ
の
請
負
会
社
で
は
年
齢
の
高
い
外
国
人
労
働

者
を
総
菜
・
弁
当
な
ど
の
デ
リ
カ
関
係
の
企
業
に
送
り

出
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
こ
う
し
た
仕
事
は
深
夜
勤

が
多
く
、
ま
た
相
対
的
に
賃
金
が
低
い
の
で
労
働
者
か

ら
は
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
）。

　
　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

わ 

た
な
べ
・
ひ
ろ
あ
き
／
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働

経
済
分
析
部
門
主
任
研
究
員
。
失
業
の
地

域
構
造
分
析
に
関
す
る
研
究
を
担
当
す
る

傍
ら
、
外
国
人
労
働
者
問
題
の
調
査
研
究

も
手
が
け
る
。
主
な
研
究
成
果
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
シ
リ
ー
ズ
№
１
『
地
域
雇

用
創
出
の
新
潮
流
』（
共
著
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

二
〇
〇
七
）、
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№

65
『
地
域
雇
用
創
出
の
現
状
に
関
す
る
研

究
』（
同
二
〇
〇
六
）、
同
№
14
『
外
国
人

労
働
者
問
題
の
現
状
把
握
と
今
後
の
対
応

に
関
す
る
研
究
』（
同
二
〇
〇
四
）
な
ど
。


